
【資料】 栄養士資格と社会福祉主事任用資格１）を取得する学生の履修モデル

前期 単位数 後期 単位数 前期 単位数 後期 単位数

キャリアデザイン 1 キャリアプランニング 1 日本語Ⅱ 2 中国語 2

健康スポーツⅠ 1 健康スポーツⅡ 1 英語Ⅱ 2

日本語Ⅰ 2 情報処理基礎Ⅱ 1

情報処理基礎Ⅰ 1 英語Ⅰ 2

化学基礎（または生物基礎） 2

7 5 4 2 18

栄養士基礎演習Ⅰ 2 栄養士基礎演習Ⅱ 2 社会福祉概論 2 公衆衛生学 2

食生活論 2

解剖生理学 2 病態生理学 2 生化学 2 生化学実験 1

運動生理学 2 解剖生理学実験 1

食品学総論 2 食品学各論 2 食品衛生学実験 1 食品学実験 1

食品衛生学 2

基礎栄養学 2 応用栄養学 2 応用栄養学実習 1 健康管理概論 2

臨床栄養学 2 臨床栄養学実習 1

栄養指導論Ⅰ 2 栄養指導論Ⅱ 2 栄養指導論実習 1

公衆栄養学 2

調理学 2 調理学実習Ⅱ 1 調理学実習Ⅲ 1 応用調理学実習 1

調理学実習Ⅰ（実験含む） 1 献立作成演習 2 給食管理実習Ⅱ 1 校外実習事前・事後指導 2

給食管理論 2 校外実習（給食の運営Ⅰ） 1

給食管理実習Ⅰ 1 校外実習（給食の運営Ⅱ） 1

栄養士総合演習 2

15 20 12 16 63

22 25 16 18 81

１）社会福祉主事任用資格は、栄養士資格を取得するために必要な科目を履修することで、取得が可能である。

２）教養科目は、必修科目の2単位、英語Ⅰもしくは英語Ⅱのいずれか2単位を含めて、16単位以上の取得が卒業のために必要である。

専門科目

卒業に必要な単位取得合計数

専門科目単位取得合計数

合計

社会生活と健康

人体の構造と機能

食品と衛生

栄養と健康

栄養の指導

給食の運営

科目区分
1年生 2年生

教養科目単位取得合計数

教養科目２）



【資料】 栄養士資格と社会福祉主事任用資格１）とフードスペシャリストを取得する学生の履修モデル

前期 単位数 後期 単位数 前期 単位数 後期 単位数

キャリアデザイン 1 キャリアプランニング 1 日本語Ⅱ 2 中国語 2

健康スポーツⅠ 1 健康スポーツⅡ 1 英語Ⅱ 2

日本語Ⅰ 2 英語Ⅰ 2

情報処理基礎Ⅰ 1

化学基礎（または生物基礎） 2

7 4 4 2 17

栄養士基礎演習Ⅰ 2 栄養士基礎演習Ⅱ 2 社会福祉概論 2 公衆衛生学 2

食生活論 2

解剖生理学 2 病態生理学 2 生化学 2 生化学実験 1

運動生理学 2 解剖生理学実験 1

食品学総論 2 食品学各論 2 食品衛生学実験 1 食品学実験 1

食品衛生学 2

基礎栄養学 2 応用栄養学 2 応用栄養学実習 1 健康管理概論 2

臨床栄養学 2 臨床栄養学実習 1

栄養指導論Ⅰ 2 栄養指導論Ⅱ 2 栄養指導論実習 1

公衆栄養学 2

調理学 2 調理学実習Ⅱ 1 調理学実習Ⅲ 1 応用調理学実習 1

調理学実習Ⅰ（実験含む） 1 献立作成演習 2 給食管理実習Ⅱ 1 校外実習事前・事後指導 2

給食管理論 2 校外実習（給食の運営Ⅰ） 1

給食管理実習Ⅰ 1 校外実習（給食の運営Ⅱ） 1

栄養士総合演習 2

15 20 12 16 63

22 24 16 18 80

フードスペシャリスト論 2 食料経済 2

フードコーディネート論 2

4 0 2 0 6

26 24 18 18 86

１）社会福祉主事任用資格は、栄養士資格を取得するために必要な科目を履修することで、取得が可能である。

２）卒業のためには、教養科目から必修科目の2単位、英語Ⅰもしくは英語Ⅱのいずれか2単位を含めて、16単位以上の取得が必要である。

教養科目単位取得合計数

科目区分
1年生 2年生

合計

教養科目２）

給食の運営

専門科目

総単位取得合計数

発展科目単位取得合計数

発展科目 フードスペシャリスト

専門科目単位取得合計数

卒業に必要な単位取得合計数

社会生活と健康

人体の構造と機能

食品と衛生

栄養と健康

栄養の指導



【資料】 栄養士資格と社会福祉主事任用資格１）と栄養教諭二種免許状を取得する学生の履修モデル

前期 単位数 後期 単位数 前期 単位数 後期 単位数

キャリアデザイン 1 キャリアプランニング 1 英語Ⅱ 2 教育学 2

健康スポーツⅠ 1 英語Ⅰ 2

日本語Ⅰ 2 健康スポーツⅡ 1

情報処理基礎Ⅰ 1 法と社会 2

情報処理基礎Ⅱ 1

5 7 2 2 16

栄養士基礎演習Ⅰ 2 栄養士基礎演習Ⅱ 2 社会福祉概論 2 公衆衛生学 2

食生活論 2

解剖生理学 2 病態生理学 2 生化学 2 生化学実験 1

運動生理学 2 解剖生理学実験 1

食品学総論 2 食品学各論 2 食品衛生学実験 1 食品学実験 1

食品衛生学 2

基礎栄養学 2 応用栄養学 2 応用栄養学実習 1 健康管理概論 2

臨床栄養学 2 臨床栄養学実習 1

栄養指導論Ⅰ 2 栄養指導論Ⅱ 2 栄養指導論実習 1

公衆栄養学 2

調理学 2 調理学実習Ⅱ 1 調理学実習Ⅲ 1 応用調理学実習 1

調理学実習Ⅰ（実験含む） 1 献立作成演習 2 給食管理実習Ⅱ 1 校外実習事前・事後指導 2

給食管理論 2 校外実習（給食の運営Ⅰ） 1

給食管理実習Ⅰ 1 校外実習（給食の運営Ⅱ） 1

栄養士総合演習 2

15 20 12 16 63

20 27 14 18 79

学校栄養教育論 2

教職論 2
教育課程と教育の方法・技

術
2 教育原論 2 栄養教育実習 1

教育心理学 2 生徒指導と教育相談 2 特別支援教育概論 1 教職実践演習（栄養教諭） 2

道徳教育・特別活動及び総

合的な学習の研究
2

教育実習指導（事前・事後

指導）
1

6 4 6 3 19

26 31 20 21 98

１）社会福祉主事任用資格は、栄養士資格を取得するために必要な科目を履修することで、取得が可能である。

２）教養科目は、必修科目の2単位、英語Ⅰもしくは英語Ⅱのいずれか2単位、教職課程に関わる6単位を含めて、16単位以上の取得が卒業及び免許状取得のために必要である。

教養科目単位取得合計数

科目区分
1年生 2年生

合計

教養科目２）

給食の運営

専門科目

総単位取得合計数

教職課程単位取得合計数

専門科目単位取得合計数

卒業に必要な単位取得合計数

教職課程

栄養に係る教育に関す

る科目

教育の基礎的理解に関

する科目等

社会生活と健康

人体の構造と機能

食品と衛生

栄養と健康

栄養の指導



【資料】 栄養士資格と社会福祉主事任用資格１）とフードスペシャリストと栄養教諭二種免許状を取得する学生の履修モデル

前期 単位数 後期 単位数 前期 単位数 後期 単位数

キャリアデザイン 1 キャリアプランニング 1 英語Ⅱ 2 教育学 2

健康スポーツⅠ 1 英語Ⅰ 2

日本語Ⅰ 2 健康スポーツⅡ 1

情報処理基礎Ⅰ 1 法と社会 2

情報処理基礎Ⅱ 1

5 7 2 2 16

栄養士基礎演習Ⅰ 2 栄養士基礎演習Ⅱ 2 社会福祉概論 2 公衆衛生学 2

食生活論 2

解剖生理学 2 病態生理学 2 生化学 2 生化学実験 1

運動生理学 2 解剖生理学実験 1

食品学総論 2 食品学各論 2 食品衛生学実験 1 食品学実験 1

食品衛生学 2

基礎栄養学 2 応用栄養学 2 応用栄養学実習 1 健康管理概論 2

臨床栄養学 2 臨床栄養学実習 1

栄養指導論Ⅰ 2 栄養指導論Ⅱ 2 栄養指導論実習 1

公衆栄養学 2

調理学 2 調理学実習Ⅱ 1 調理学実習Ⅲ 1 応用調理学実習 1

調理学実習Ⅰ（実験含む） 1 献立作成演習 2 給食管理実習Ⅱ 1 校外実習事前・事後指導 2

給食管理論 2 校外実習（給食の運営Ⅰ） 1

給食管理実習Ⅰ 1 校外実習（給食の運営Ⅱ） 1

栄養士総合演習 2

15 20 12 16 63

20 27 14 18 79

フードスペシャリスト論 2 食料経済 2

フードコーディネート論 2

4 0 2 0 6

学校栄養教育論 2

教職論 2
教育課程と教育の方法・

技術
2 教育原論 2 栄養教育実習 1

教育心理学 2 生徒指導と教育相談 2 特別支援教育概論 1 教職実践演習（栄養教諭） 2

道徳教育・特別活動及び

総合的な学習の研究
2

教育実習指導（事前・事

後指導）
1

6 4 6 3 19

30 31 22 21 104

１）社会福祉主事任用資格は、栄養士資格を取得するために必要な科目を履修することで、取得が可能である。

２）教養科目は、必修科目の2単位、英語Ⅰもしくは英語Ⅱのいずれか2単位、教職課程に関わる6単位を含めて、16単位以上の取得が卒業及び免許状取得のために必要である。

合計

教養科目２）

栄養の指導

教養科目単位取得合計数

科目区分
1年生 2年生

給食の運営

専門科目

総単位取得合計数

教職課程単位取得合計数

専門科目単位取得合計数

卒業に必要な単位取得合計数

発展科目 フードスペシャリスト

発展科目単位取得合計数

教職課程

栄養に係る教育に関す

る科目

教育の基礎的理解に関

する科目等

社会生活と健康

人体の構造と機能

食品と衛生

栄養と健康


